














　Various problems have emerged due to reduced opportunities for children to engage in physical play, which 
in turn results from changes in their circumstances. In 2012, the Ministry of Education, Culture, Sports, Science 
and Technology (MEXT) announced the “Physical Activity Guidelines for Young Japanese Children” which 
demonstrate the importance of exercise and points to consider when introducing physical activities in early 
childhood. One of the aims of the “health” part of the Japanese Kindergarten Education Guidelines and the 
Guidelines for Early Childhood Care and Education is “To exercise one’s body sufficiently and engage in 
physical activity willingly.” The goal is to raise children so that they develop an awareness of physical play and 
exercise voluntarily. We examined what lessons and knowledge students absorbed after we gave a presentation 
on simulated physical play and interactions with childcare workers, which involved group work, into a lecture 
titled “Content of child care and education/health.” Our analysis of the results from a 14-item questionnaire and 
descriptions of what the students learned revealed that they not only learned about play itself, but also became 
aware of how childcare workers can assist them, based on various perspectives.
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表１a　グループ発表された運動遊びの種類    
鬼ごっこ ゲーム リレー その他
1 ○ボール鬼 ○ドッジボール ○障害物リレー * ○大繩跳びを楽しもう
2 　おおかみと子ぶた* ○フープくぐり ○恐竜たまご運びゲーム 　かぶ抜き
3 ▽しっぽ取りゲーム* ○どーん！ジャンケンポン ○ボール運びリレー 　花いちもんめ










表１b　クラスごとの運動遊び    
グループ クラス① クラス② クラス③ クラス④
１ 大繩跳びを楽しもう ドーナツゲーム わにさん今何時 船が沈むぞ
２ ボール鬼 花いちもんめ どーん！ジャンケンポン 電車DE何でもバスケット
３ 障害物リレー * ドッジボール しっぽ取り 命令鬼
４ おおかみとぶた* 恐竜たまご運びゲーム ろくろっ首 バナナ鬼ゲーム*
５ かぶ抜き フープくぐり ボール運びリレー しっぽ取ゲーム*




 １：当てはまらない　２：あまり当てはまらない  ３：やや当てはまる  ４：当てはまる（%）
1 2 3 4
① 年齢に応じた運動遊びを計画することができた 0.0 6.4 49.3 44.3 
② 年齢に応じた運動遊びの援助について理解できた 0.0 2.9 54.0 43.2 
③ 運動遊びの「ねらい」について理解できた 0.0 1.4 47.9 50.7 
④ 運動遊びを展開する方法について気づいた 0.0 7.1 41.4 51.4 
⑤ 運動遊びを工夫したり、発展させたりするヒントが理解できた 0.0 1.4 52.1 46.4 
⑥ 運動遊びをしているときの、子どもへのことばかけのしかたに気づいた 0.0 5.8 53.2 41.0 
⑦ 遊具の使い方、工夫の仕方に気づいた 0.0 3.6 50.0 46.4 
⑧ 動きや遊びのレパートリーが増えた 0.0 0.7 30.0 69.3 
⑨ 運動遊びの安全面の配慮に気づくことができた 0.0 0.0 35.7 64.3 
⑩ 周囲の環境（施設、遊具など）の安全面に気づくことができた 0.0 2.1 35.0 62.9 
⑪ 身だしなみを整えることが子どもの安全性と結びついていることが理解できた 0.0 0.7 31.4 67.9 
⑫ 体を動かして遊ぶことで、子どもに何が育つか気づいた 0.0 4.2 47.9 47.9 
⑬ 子どもが何を楽しんでいるのか、何がうれしいのかに気づいた 0.0 7.1 44.3 48.6 
⑭ 子どもと一緒に運動的な遊びをすることについて、自信がついた 0.0 6.4 57.1 36.4
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表３　運動遊びの実践を通して学んだ自由記述から捉えられた視点
運動遊びの計画に関すること（事前の準備）
準備の重要性
年齢に合った運動遊び
ねらい
遊具
環境構成　　など
実践における保育者のかかわり
発達に応じた対応
安全性（施設、遊び方、約束ごと、身だしなみ　など）
子どもの体調管理
ことばかけ（声の大きさ、ルールの説明、意欲を促す工夫　など）
遊びの展開（見本、発展、工夫、次の活動への移行　など）
状況に応じた対応（負けた、早く終わった、運動が苦手などの子ども　など）
片付け
運動遊びに関すること
運動遊びの種類
年齢に応じた遊び
遊具の理解
子どもの理解に関すること
運動遊びの楽しさ（競争、協力、仲間とのかかわり、イメージ　など）
体を動かすことで育つ能力
